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国
際
的
イ
ベ
ン
ト
と
空
港

　

こ
こ
数
年
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
数
は
２
０
１
３
年
に
１
０
０
０
万
人
を
突
破
し
、

円
安
な
ど
の
影
響
で
こ
の
先
も
増
加
傾
向
は
続
く
と
予

想
さ
れ
る
。
２
０
１
９
年
に
は
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
外
国
か
ら
の
観
戦

客
が
各
地
に
散
ら
ば
る
競
技
場
を
訪
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
加
え
て
、
２
０
２
０
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
海
外
か
ら
の
旅
行

客
は
、
一
段
と
加
速
す
る
見
通
し
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
政
府
は
２
０
２
０
年
に
そ
の
数
は
現
在
の
２
倍
、

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
と
予
測
し
て
い
る
。
将
来
は

３
０
０
０
万
人
と
い
う
の
が
、
政
府
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

あ
る
。

　

国
外
か
ら
の
旅
行
客
拡
大
の
影
響
を
受
け
る
の
は
、

全
国
各
地
に
広
が
る
空
港
で
あ
る
。
狭
い
国
土
で
あ
り

な
が
ら
、
日
本
ほ
ど
空
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し

て
い
る
国
は
な
い
。
過
剰
と
思
わ
れ
る
空
港
数
で
あ
る

が
、
そ
の
管
理
主
体
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。
成
田

空
港
や
関
西
空
港
な
ど
民
間
会
社
が
運
営
す
る
と
こ

ろ
。
羽
田
や
新
千
歳
な
ど
国
が
直
接
、
管
理
す
る
形

式
。
そ
れ
に
旭
川
や
秋
田
な
ど
は
、
国
と
県
が
共
同
運

営
す
る
特
定
地
方
管
理
空
港
で
あ
る
。
中
で
も
、
県
が

管
理
す
る
地
方
管
理
空
港
が
54
件
と
最
も
多
い
。
他
に

も
航
空
自
衛
隊
と
共
用
す
る
空
港
な
ど
が
あ
る
が
、
日

本
に
あ
る
空
港
の
総
数
は
97
件
に
な
る
。
現
状
で
は
、

京
都
府
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
な
ど
10
県
が
エ
ア
ポ
ー
ト

を
持
た
な
い
。
日
本
は
世
界
で
も
珍
し
い
空
港
過
密
国

で
あ
る
。

　

空
港
が
あ
れ
ば
便
利
で
あ
る
。
そ
の
分
、
飛
行
場
を

抱
え
る
自
治
体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
や
危
険
に
直
面

す
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
確
率

は
、
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
で
格
段
に
増
え
る
。
話
題
に
上
る
エ
ボ

ラ
熱
は
、
成
田
や
羽
田
空
港
に
限
ら
れ
た
問
題
で
は
な

い
。
佐
賀
空
港
や
徳
島
空
港
で
発
生
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
誘
致

に
熱
心
な
首
長
も
い
る
が
、
人
の
流
れ
が
増
え
る
分
、

テ
ロ
や
感
染
症
な
ど
予
期
し
な
い
事
態
が
起
こ
る
可
能

性
が
増
え
る
。
ま
た
、
管
理
主
体
が
錯さ

く
そ
う綜

し
て
い
る
こ

と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
危
機
に
際
し
て
中
央
政

府
と
自
治
体
の
関
係
、
自
治
体
間
の
連
絡
な
ど
、
首
長

が
平
時
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
課
題
は
多
い
。

　

さ
ら
に
、
自
治
体
は
こ
の
先
、
危
機
発
生
に
備
え
公

衆
衛
生
面
で
の
取
り
組
み
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
危
機
対
策
は
、
こ
の
点
が
不
十
分

で
あ
っ
た
。
エ
ボ
ラ
熱
は
と
も
か
く
、
感
染
症
、
食
中

毒
、
飲
料
水
を
含
む
市
民
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、
自

治
体
は
今
以
上
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
保
健
所
や
病

院
、
そ
れ
に
開
業
医
を
含
む
地
域
医
療
機
関
と
の
情
報

の
共
有
、
そ
れ
に
連
携
態
勢
の
確
立
な
ど
、
公
衆
衛
生

面
で
自
治
体
が
考
慮
す
べ
き
課
題
に
際
限
は
な
い
。
現

状
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
公
衆
衛
生
に
関
す
る
対
策

を
付
し
て
い
な
い
自
治
体
も
見
ら
れ
る
。
公
衆
衛
生
対

策
は
、
多
岐
に
わ
た
る
不
測
事
態
の
発
生
に
備
え
自
治

体
が
今
後
、
早
急
に
検
討
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

効
率
性
の
追
求
と
安
全
の
確
保

　

自
治
体
で
も
企
業
で
も
、
運
営
効
率
を
上
げ
る
こ
と

は
重
要
な
命
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
効
率
性
だ
け
を

追
求
す
る
と
、
危
機
管
理
面
に
落
と
し
穴
が
生
ま
れ

る
。
航
空
券
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

今
回
、
そ
れ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。
ご
く
最
近
、

九
州
に
出
張
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
出
発
日
、
関
係
者

は
羽
田
空
港
に
集
合
し
、
10
時
発
の
便
で
現
地
に
向
か

公
衆
衛
生
と
効
率
優
先

─
空
港
の
安
全
と
自
治
体
準
備
─

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　
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う
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
調
査
旅
行
に
は
団
体
割
引

ク
ー
ポ
ン
券
が
準
備
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
全
員
が
集
合

し
一
括
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
必
要
の
あ
る
切
符
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
わ
た
し
は
８
時
前
に
羽
田
に
到
着
し

た
た
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
向
い
て
受
付
職
員
に
、
団

体
グ
ル
ー
プ
券
で
あ
る
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
可
能
か
を

尋
ね
た
。
職
員
は
、「
ナ
カ
ム
ラ
ア
キ
ラ
様
で
す
ね
、

大
丈
夫
で
す
」と
手
続
き
を
進
め
て
く
れ
た
。

　

10
時
に
機
内
に
乗
り
込
み
19
Ｈ
と
指
定
さ
れ
た
座
席

に
座
る
と
、「
ナ
カ
ム
ラ
ア
キ
ラ
様
」と
名
前
が
連
呼
さ

れ
た
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
応
じ
て
本
人
で
あ
る
こ
と
を
告

げ
る
と
、
キ
ャ
ビ
ン
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
搭
乗
券
を
確

認
し
た
い
と
要
求
し
て
き
た
。
手
荷
物
検
査
場
で
出
て

き
た
小
片
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
を
差
し
出
す
と
、

女
性
職
員
は
搭
乗
券
に
問
題
の
な
い
こ
と
を
再
度
、
確

認
し
て
く
れ
た
。
ホ
ッ
と
し
な
が
ら
満
席
の
機
内
で
離

陸
を
待
つ
と
、「
座
席
の
重
複
発
行
が
あ
り
、
フ
ラ
イ

ト
便
の
変
更
に
協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

１
万
円
を
提
供
す
る
」
と
い
う
放
送
が
流
れ
た
。
そ
れ

に
応
じ
て
１
名
の
乗
客
が
飛
行
機
を
降
り
、
代
わ
っ
て

別
人
が
機
内
に
乗
り
込
ん
で
き
た
。
こ
れ
で
30
分
ほ
ど

飛
行
機
の
離
陸
は
遅
延
し
た
。

　

ヤ
レ
ヤ
レ
と
安
心
し
て
い
る
と
、
突
然
、
機
外
か
ら

保
安
担
当
の
女
性
職
員
が
血
相
を
変
え
て
わ
た
し
の
座

席
に
近
づ
い
て
き
た
。
職
員
は
再
度
、
搭
乗
券
の
提
出

を
要
求
し
、
わ
た
し
が
ナ
カ
ム
ラ
ア
キ
ラ
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
と
言
い
出
し
た
。
指
示
に
従
い
「
19
Ｈ 

ナ
カ
ム
ラ
ア
キ
ラ
」
と
書
か
れ
た
紙
片
を
差
し
出
し
た

と
こ
ろ
、「
ナ
カ
ム
ラ
ア
キ
ラ
さ
ん
に
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
ね
」と
繰
り
返
し
質
問
し
た
。「
そ
の
通
り
」と
答
え

る
と
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
結
果
を
保
安
部
署
に
連
絡

し
て
い
た
。

　

こ
の
や
り
と
り
で
飛
行
機
は
さ
ら
に
遅
延
し
た
が
、

そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
周
囲
の
乗
客
は
出
発
遅
れ
の
原
因

が
わ
た
し
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
。
機
内
の
冷

た
い
雰
囲
気
は
、
何
度
も
流
れ
た
「
座
席
の
重
複
発
行

に
よ
る
遅
延
」
の
お
詫
び
放
送
で
倍
増
し
た
。
冷
た
い

目
が
針
の
よ
う
に
わ
た
し
を
突
き
刺
し
、
九
州
ま
で
の

1
時
間
半
、
仮
眠
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
目

を
じ
っ
と
閉
じ
、「
死
ん
だ
ふ
り
」を
し
な
が
ら
ひ
た
す

ら
着
陸
を
待
っ
た
。

　

そ
の
後
、
乗
客
名
簿
に
ナ
カ
ム
ラ
ア
キ
ラ
が
２
人
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
人
は
、
団
体
客
の
わ
た
し
、

も
う
一
人
は
正
規
料
金
を
払
っ
た
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
だ
。

羽
田
で
航
空
会
社
の
職
員
が
、
別
の
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
の

席
を
わ
た
し
に
割
り
振
っ
た
の
が「
事
件
」の
発
端
で
あ

る
。
団
体
席
に
準
備
さ
れ
て
い
た
わ
た
し
の
席
は
す
で

に
他
の
乗
客
に
渡
り
、
別
の
ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
は
本
来
の

座
席
と
団
体
席
を
と
も
に
失
い
、
九
州
行
き
の
便
に
乗

れ
な
く
な
っ
た
。
困
っ
た
航
空
会
社
は
、
窮
余
の
一
策

と
し
て
１
万
円
の
報
償
金
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た

と
い
う
の
が
、
事
の
顛て

ん
ま
つ末
で
あ
る
。

効
率
性
の
落
と
し
穴

　

今
回
の
変
事
で
、
搭
乗
券
が
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
。
航
空
券
を
購
入
す
る

際
に
は
、
漢
字
や
ロ
ー
マ
字
が
使
わ
れ
る
。
飛
行
場
で

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
と
、
そ
れ
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
変

わ
る
。
カ
タ
カ
ナ
に
漢
字
が
併
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
今

回
の
珍
事
は
起
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、「
中
邨
」と

い
う
姓
と「
章
」の
名
を
持
つ
人
に
出
会
っ
た
た
め
し
は

な
い
。
国
際
線
で
は
ロ
ー
マ
字
表
記
が
使
わ
れ
る
が
、

搭
乗
ま
で
に
少
な
く
と
も
２
回
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と
の
照

合
が
行
わ
れ
る
。
国
内
線
に
限
っ
て
、
最
近
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
が
搭
乗
券
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と
が

多
い
。
そ
れ
が
、
保
安
、
安
全
上
、
問
題
は
な
い
の
か

不
思
議
に
思
う
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
日

本
。
ス
ペ
イ
ン
文
化
圏
で
姓
名
は
、
父
母
や
祖
父
母
、

祖
祖
父
母
な
ど
の
名
前
が
連
記
さ
れ
、
恐
ろ
し
く
長
く

な
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
圏
で
も
、
ム
ハ
ン

マ
ド
や
モ
ハ
ン
マ
ド
の
前
後
に
家
族
の
名
前
が
併
記
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
ど
こ
ま
で
が
姓
で
、
ど
こ
か
ら
が

名
に
な
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
姓
名
だ
け
で
完
結
す
る
日

本
人
に
は
理
解
で
き
な
い
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
経
費

節
減
に
な
る
。
し
か
し
、
混
乱
と
安
全
を
引
き
起
こ
す

原
因
で
も
あ
る
。
今
回
の
出
張
は
、
効
率
と
安
全
は
必

ず
し
も
両
立
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
。
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